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10
月
14
日
・
15
日
に
第
7

回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
水
泳
競
技
の
部
が
開
催
さ

れ
、
県
代
表
と
し
て
出
場
さ

れ
た
中
川
古
一
氏
（
當
麻
）

が
、
男
子
25
ｍ
平
泳
ぎ
で
金

メ
ダ
ル
、
男
子
50
ｍ
平
泳
ぎ

で
銀
メ
ダ
ル
の
成
績
を
お
さ

め
ら
れ
ま
し
た
。

第
7
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
秋
田
わ
か
杉
大
会
）

　

北
本
な
を
さ
ん（
疋
田
）が
、

10
月
22
日
に
1
0
0
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、

川
市

長
が
お
祝
い
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
お
祝
い
の
花
束

を
前
に
、
ご
家
族
よ
り
温
か

い
祝
福
を
受
け
ら
れ
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
益
々
お
元
気
で
、
長
寿
を
重
ね
て
く
だ
さ
い
。

祝 

1
0
0
歳

　

秋
季
火
災
予
防
運

動(

11
月
9
日
～
15

日)

の
一
環
と
し
て
、

11
月
9
日
に
、
市
消

防
団
・
消
防
署
の
合

同
に
よ
る
防
火
宣
伝

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
消
防
署
で

の
出
発
式
の
後
、
広

報
車
を
先
頭
に
2
班
に
別
れ
、
市
内
住
民
の
皆

さ
ん
に
火
災
予
防
を
訴
え
ま
し
た
。

防
火
宣
伝
パ
レ
ー
ド

　

11
月
3
日
、
當
麻
庁
舎
周
辺
を
中
心
に
、

多
く
の
市
民
が
集
う
交
流
の
場
「
文
化
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
37
団
体
が
参
加
さ
れ
、
ま
た
、
新

た
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
も
作
品
展
示
の

会
場
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
朝
か
ら
多

く
の
市
民
の
方
々
が
会
場
へ
と
足
を
運
ば
れ

ま
し
た
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
前
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
白

鳳
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
市
歌
な
ど
の
吹

奏
楽
演
奏
、
チ
ー
ム
白
鳳
に
よ
る
迫
力
あ
る

南
中
ソ
ー
ラ
ン
、
け
は
や
相
撲
甚
句
会
に
よ

る
相
撲
甚
句
、
當
麻
太
鼓
白
鳳
座
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
が
そ
れ
ぞ
れ
披
露
さ
れ
、
会
場
に

集
ま
っ
た
人
た
ち
は
熱
心
に
観
覧
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
に
よ
る
模
擬
店
や
大
道

芸
人
の
シ
ョ
ー
に
加
え
、
文
化
会
館
・
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
文
化
協
会
に
よ
る
舞
台

発
表
や
各
種
文
化
作
品
等
の
展
示
、
農
村
広

場
で
は
、
地
震
体
験
や
自
衛
隊
ミ
ニ
衣
装
体

験
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
衝
突
体
験
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
、
し
ゃ
ぼ
ん
玉
体
験
な
ど
の
各

種
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
大
人
の
方
々
ま
で
い
っ
し
ょ
に
楽
し

く
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

文
化
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

　

平
成
19
年
度
新
嘗
祭
の
献
穀
に
奈
良
県
を
代

表
し
て
、
葛
城
市
産
の
お
米
が
選
ば
れ
、
10
月

24
日
に
皇
居
に
て
生
産
者
の
橋
本
久
信
氏
夫
妻

か
ら
精
米
1
升
が
献
穀
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
は
、
古
く
か
ら
天
皇
が
そ
の
年
に
収

穫
さ
れ
た
新
穀
や
新
酒
を
天
照
大
神
を
は
じ
め

と
す
る
天
地
の
神
に
供
え
、
農
作
物
の
恵
み
に

感
謝
し
自
ら
も
食
す
儀
式
で
、
古
く
は
11
月
の

2
番
目
の
卯
の
日
が
新
嘗
祭
と
確
立
し
て
い
た

よ
う
で
す
。
明
治
以
降
、
11
月
23
日
に
定
め
ら

れ
て
国
民
の
休
日
と
な
り
、
現
在
、
勤
労
感
謝

の
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
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葛
城
市
善
行
者
表
彰

　

こ
の
た
び
、
公
益
の

た
め
市
に
多
額
の
私
財

等
を
寄
附
さ
れ
た
次
の

方
々
に
本
市
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

梅
乃
宿
酒
造
株
式
会
社 

様

宗
教
法
人
ほ
ん
み
ち 

様

岩
崎
泰
一 

様

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

11
月
12
日
、
山
上
善
子
さ
ん
（
林
堂
）
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
橿
原
市

文
化
会
館
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
上
さ
ん
は
、
昭
和
52
年
6
月
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

始
め
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
た
ば
会
会
長
、
健
康
づ
く
り
推

進
員
協
議
会
の
初
代
会
長
、
新
庄
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
の
初
代
会
長
と
し
て
永
年
務
め
ら
れ
、
現
在
も
葛
城
市
健
康

づ
く
り
推
進
員
協
議
会
顧
問
、
葛
城
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会
監
事
と
し
て
中
心
的
立
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
葛
城
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
さ
き
が
け
と
し
て
地
域
住
民
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
根
付
か
せ
て
、
そ
の
普
及
に
も
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
に
対
す
る
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

11
月
2
日
、
東
京
厚
生
年
金
会
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
児
童
福
祉
法
制
定
60
周

年
を
記
念
す
る
平
成
19
年
度
全
国
社
会
福

祉
大
会
に
お
い
て
、
新
庄
地
区
民
生
児
童

委
員
協
議
会
（
西
川
貞
雄
会
長
）
が
、
社

会
福
祉
事
業
功
労
者
と
し
て
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
庄
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会
は
、

市
内
新
庄
地
区
を
担
当
す
る
32
名
の
民
生

委
員
児
童
委
員
で
構
成
さ
れ
、
日
々
地
域

福
祉
の
向
上
の
た
め
各
位
が
地
域
住
民
の

良
き
相
談
支
援
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
同
協

議
会
で
は
様
々
な
視
点
か
ら
福
祉
的
課
題
を
検
証
し
、
活
発
な
意
見
交
換
を
実
施
す
る

な
ど
、
子
ど
も
福
祉
、
高
齢
福
祉
、
障
害
福
祉
の
各
部
会
に
分
か
れ
て
研
修
を
重
ね
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、女
性
民
生
委
員
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
を
中
心
に
子
育
て
支
援
事
業
「
マ

マ
の
ホ
ッ
と
タ
イ
ム
」
を
開
催
し
、
多
く
の
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
を
支
援
し
、
市

の
児
童
福
祉
の
向
上
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
っ
て
地
道
な
活
動
を
継
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
こ
の
功
績
を
讃
え
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
に
ご
期
待
を

申
し
上
げ
ま
す
。

農
山
漁
村

 

い
き
い
き
シ
ニ
ア
活
動
表
彰
受
賞

　

10
月
9
日
、
農
林
水
産
省
講
堂
に
て
平
成
19
年
度
農
山

漁
村
い
き
い
き
シ
ニ
ア
活
動
表
彰
が
行
わ
れ
、
地
域
に
お

け
る
取
り
組
み
が
生
涯
現
役
を
目
指
し
た
高
齢
者
の
活

力
を
高
め
地
域
活
性
化
の
力
と
な
っ
て
い
る
事
を
評
価
さ

れ
、
新
庄
朝
市
実
行
委
員
会
が
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
こ
に
、
こ
の
功
績
を
讃
え
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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年度間の所得変動に伴う調整（減額）措置について　　（平成 �0 年度のみ適用）
　平成 18 年に所得税が課税されていた方が、退職等の理由により、平成 19 年には所得税が課税されなくなっ
た場合、平成 19 年度分の住民税（平成 18 年中の所得で計算）で税負担が増えた分を、平成 19 年分の所得
税で調整することができなくなってしまいます。
　このため、このような方に対して、平成 19 年度分の住民税を税源移譲前の住民税額まで減額する調整措
置が設けられました。

【 対 象 者 】次の①と②を満たす方          
 ①平成 19 年度住民税の課税所得金額　＞　所得税との人的控除額の差の合計額    
  （申告分離課税分を除く）         
 ②平成 20 年度住民税の課税所得金額 ≦　所得税との人的控除額の差の合計額    
  （申告分離課税分を含む）         
　　※平成 19 年中に亡くなられた方や海外へ転出されて平成 20 年 1 月 1 日現在国内に居住されていない
　　　方には、 この措置は適用されません。       

【計算方法】平成 19 年度の個人住民税を税源移譲前の税率で計算し直して、その差額をお返しします。  
 減額される額 ＝　( 平成 19 年度住民税の課税所得金額×税源移譲後の税率 - 調整控除 )  
    －　( 平成 19 年度住民税の課税所得金額×税源移譲前の税率 )   

【 手 続 き 】平成 20 年 7 月 1 日から平成 20 年 7 月 31 日までの間に、平成 19 年 1 月 1 日現在お住まいの
 　　 市町村に、「減額申告書」を提出してください。       

※申告に基づく減額措置です。くれぐれも申告を忘れないようご注意ください。

　この税源移譲による税負担の調整措置が設けられており、市町村に申告
することで、住民税が減額される場合があります。

住民税からの住宅ロ－ン特別控除について　　（平成 �0 年度分から適用）
　税源移譲によって所得税額が減少することに伴い、住宅ロ－ン控除額が所得税より大きくなり、所得税か
ら控除しきれなくなる場合があります。平成 11 年から平成 18 年までに入居し、所得税の住宅ローン控除を
受けている方で、所得税から控除しきれない額がある場合は、申告することで、翌年度の住民税の所得割額
から控除できる調整措置が設けられました。

【 対 象 者 】次の①または②の方
 ①税源移譲により所得税額が減少した結果、住宅ロ－ン控除限度額が所得税額より大きくなり、控除
 　しきれなくなった方
 ②住宅ロ－ン控除限度額が所得税額より大きく、税源移譲前でも控除しきれなかったが、税源移譲に
 　より控除しきれない額が大きくなった方

【計算方法】

　　　　　控　除　額　　＝　    　　　－
 

【 手 続 き 】毎年 3 月 15 日（平成 20 年は 3 月 17 日）までに申告してください。
【 申 告 先 】確定申告をされる方 ･･･ 税務署に、確定申告書とともに「税額控除申告書」を提出してください。
 　　 確定申告をされない方 ･･･ その年の 1 月 1 日現在お住まいの市町村に、源泉徴収票を添付して
     「税額控除申告書」 を提出してください。

※申告に基づく減額措置です。くれぐれも申告を忘れないようご注意ください。

〔 〕税源移譲後の税率で算出
した前年分の所得税額
（住宅ローン控除前）〔 〕

次の①、②のいずれか少ない額

①前年分の所得税の
 住宅ロ－ン控除限度額

②税源移譲前の税率で算出
 した前年分の所得税額 
　　　（住宅ローン控除前）

◎詳しくは、税務課まで

平成 19 年から、税源移譲によって所得税・住民税が変わっています。



� 広報「 」平成19年12月号

　

寝
た
き
り
や
認
知
症
に
な
る
こ

と
を
予
防
す
る
た
め
に
、
自
宅
か

ら
外
出
す
る
機
会
や
楽
し
み
を
つ

く
ろ
う
と
、
地
域
の
み
な
さ
ま
が
、

公
民
館
な
ど
を
活
用
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
月
は
長
尾
、
南
今
市
、
竹
内
、

當
麻
な
ど
の
方
々
が
集
ま
っ
て
実

施
さ
れ
て
い
る
「
さ
く
ら
会
」
で

す
。
場
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
か

ら
歩
い
て
集
ま
れ
る
場
所
に
あ
る

當
麻
保
健
セ
ン
タ
ー
を
借
り
て
お

ら
れ
ま
す
。
現
在
、
参
加
者
は
15

名
前
後
で
新
し
い
参
加
者
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
手
芸
や
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
体
操
、
調
理

実
習
な
ど
で
趣
向
を
こ
ら
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
月
1
回
、

顔
を
合
わ
し
、
お
話
を
す
る
の
を

皆
さ
ん
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
ま

●
●
●
こ
ん
に
ち
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
●
●
●

　

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
住
み
な
れ

た
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
の
が
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
で
す
。

す
。
こ
の
会
で
は
、
当
番
制
で
お

茶
や
お
菓
子
の
準
備
を
し
た
り
、

手
芸
の
得
意
な
方
が
先
生
に
な
っ

て
教
え
た
り
と
、
全
員
が
役
割
を

も
っ
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
役
割
づ
く
り
が
参
加
者

の
皆
さ
ん
の
生
き
が
い
づ
く
り
と

な
り
、「
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い

き
い
き
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で

第
3
期
生
募
集
！

み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

■ 

は
つ
ら
つ
健
康
教
室

内　
　

容

　
簡
単
な
体
操
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ

　

ン
グ
を
中
心
と
し
た
運
動
を
行

　

い
運
動
不
足
の
解
消
と
筋
力

　

ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

募　
　

集

　

各
コ
ー
ス
12
名
程
度
（
先
着
順
）

　

火
曜
日
コ
ー
ス

　

午
前
9
時
30
分
～
午
前
10
時
45
分

　

木
曜
日
コ
ー
ス

　

午
前
10
時
00
分
～
午
前
11
時
15
分

実
施
場
所

　

葛
城
市
体
力
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ェ
ル
ネ
ス
新
庄
）

実
施
期
間

　

1
月
か
ら
3
月
ま
で
の
3
カ
月

　

間
で
12
回
（
予
定
）
行
い
ま
す
。

費
用
負
担

　

1
カ
月
当
た
り
1
、
0
0
0
円

　

で
初
回
の
時
に
3
、
0
0
0
円

　

を
前
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■ 

誰
で
も
で
き
る

水
中
運
動
教
室

内　
　

容

　

温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
水
中

　

ウ
オ
ー
ク
な
ど
の
運
動
を
行
い
、

　

体
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

募　
　

集

　

30
名
程
度　
（
先
着
順
）

実
施
場
所

　

葛
城
市
福
祉
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
ゆ
う
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

実
施
期
間

　

1
月
12
日(

土)

か
ら

　

3
月
22
日(

土)　

計
11
回

　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

費
用
負
担

　

プ
ー
ル
等
の
使
用
料
と
し
て
1

　

回
当
た
り
3
0
0
円
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

はつらつ健康教室の模様 誰でもできる水中運動教室の模様

◎
詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で

　

葛
城
市
で
は
、
6�
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
、「
は
つ
ら
つ
健
康
教
室
」
や
「
誰
で
も
で
き

る
水
中
運
動
教
室
」
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
高
齢
福
祉
課
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
12
月
1
日
付
で
新
し

い
民
生
委
員
児
童
委
員
に
厚
生
労

働
大
臣
及
び
、
県
知
事
か
ら
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
3
年

間
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、

ご
活
躍
を
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
委
員
は
、
次
頁
の
方
々

で
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
市
町

村
（
福
祉
事
務
所
）、
児
童
相
談

所
、
保
健
所
な
ど
の
行
政
機
関
の

行
う
業
務
に
協
力
す
る
に
と
ど
ま

ら
ず
、
広
く
地
域
福
祉
向
上
の
た

め
、
地
域
の
自
主
的
な
活
動
の
中

心
と
な
り
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
積
極
的
な
福
祉
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

　

そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
個
人
の
人
格
を
尊
重

し
、
そ
の
身
上
に
関
す
る
秘
密
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
住
民

の
最
も
身
近
な
相
談
支
援
者
で

す
。
住
民
が
生
活
上
の
悩
み
を
抱

え
、
誰
か
に
相
談
し
た
い
と
き
、

又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

い
な
ど
と
考
え
て
い
る
と
き
な

ど
、
そ
の
必
要
に
応
え
、
住
民
自

身
の
問
題
解
決
に
向
け
た
努
力
を

継
続
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
地
域
の
中
で
独
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け

の
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

心
身
の
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
自
分

の
力
だ
け
で
は
日
常
生
活
を
送
る

こ
と
が
困
難
な
方
も
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
核
家
族
化
の
進
行
に
伴
い
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
独
り
で
子

育
て
に
悩
む
お
母
さ
ん
た
ち
が
増

え
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
児
童
委

員
は
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
生

活
を
見
守
り
、
必
要
に
応
じ
福
祉
・

保
健
や
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
が
適

切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
は
様
々
な
人
々
と
の
連

携
・
協
働
活
動
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。
多
く
の
人
が
協
力
し
、

地
域
社
会
の
中
で
お
互
い
が
支
え

合
っ
て
い
く
気
運
を
高
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

地
域
の
身
近
な
支
援
者
と
し
て

の
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
地
域
福
祉
の

向
上
の
た
め
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
な
が
ら
く
民
生
委
員
児

童
委
員
と
し
て
ご
活
躍
を
い
た
だ

き
ま
し
た
19
名
の
方
（
板
橋
惠
美

子
氏
、

川
米
子
氏
、
西
畑
義
賢

氏
、
西
川
貞
雄
氏
、

川
清
一
氏
、

嶋
田
全
孝
氏
、
大
仲
正
一
氏
、
花

井
佳
洋
子
氏
、
安
川
政
子
氏
、
髙

松
純
子
氏
、
笠
松
雅
和
氏
、
小
峠

秀
子
氏
、
熨
斗
伸
光
氏
、
辻
本
長

嘉
氏
、
赤
井
綾
子
氏
、
丹
原
加
洋

子
氏
、
武
本
恒
子
氏
、
中
谷
楢
美

氏
、
西
井
は
る
み
氏
）
に
、
そ
の

ご
苦
労
に
対
し
、
厚
生
労
働
大
臣

及
び
、
県
知
事
か
ら
、
感
謝
状
・

礼
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
期
に
わ
た
り
民
生
委
員
児
童

委
員
と
し
て
地
域
福
祉
向
上
の
た

め
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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民
生
児
童
委
員

（
平
成
19
年
12
月
1
日
現
在
）（

敬
称
略
）

氏　

名 
 

担
当
地
域

板
橋　

重
子 

 
新
庄
（
住
吉
・
本
町
・
東
町
）

藤
井　

久
美
子 

新
庄
（
桑
之
町
・
戎
町
）

田
中　

寛
子 

 

新
庄
（
宮
前
・
屋
敷
町
）・
大
屋

辻
本　

淳
子 

 

葛
木
・
南
藤
井

山
本　

孝
子 

 

寺
口

杉
村　

惠
子 

 

中
戸

仲
田　

德
美 

 

辨
之
庄

村　

慶 
 

疋
田
（
本
郷
）
北 

土
庫　

裕
子 

 

疋
田
（
本
郷
）
南

岩
村　

浩
子 

 

疋
田
（
東
和
苑
）
北

鵜
山　

保
治 

 

疋
田
（
東
和
苑
）
南

城
下　

彦
彌 

 

疋
田
（
フ
ル
ー
ル
）

小
柴　

佐
知
子 

北
道
穂
・
南
道
穂
（
北
）

本　

美
知
子 

南
道
穂

萩　
　

恭
子 

 

西
室
・
東
室

岡　

義
幸 

 

柿
本

川
村　

貴
久
子 

笛
堂

氏　

名 
 

担
当
地
域

和
田　

小
夜
子 

北
花
内
（
本
郷
1
地
区
）

中
島　

章

 
 

北
花
内
（
本
郷
2
地
区
）

藏
堀　

滋
子 

 

北
花
内
（
三
才
地
区
）

堀
内　

普
子 

 

北
花
内
（
近
鉄
地
区
）

川　

正
利 

 

北
花
内
（
Ｊ
Ｒ
・
出
花
内
地
区
）

生
嶌　

妙
子 

 

忍
海
北

森
川　

啓
二 
 

忍
海
南

安
川　

美
鈴 

 

薑
・
新
村

花
内　

貴
美
子 

新
町
・
南
新
町

堀
内　

久
子 

 

南
花
内
・
花
内
台 

巽　
　

滋
保 

 

西
辻
・
脇
田

幸
田　

純
永 

 

林
堂
・
山
田

松
田　

卓
己 

 

平
岡
・
山
口
・
梅
室
・
笛
吹

松
村　

佐
世
子 

南
今
市

長
谷
川　

眞
利
子 

太
田

伏
見　

柳
作 

 
兵
家

綾
織　

加
容
子 
兵
家

池
田　

博
子 

 

竹
内

仲
田　

正
德 

 

竹
内

松
本　

憲
子 

 

長
尾

足
高　

和
子 

 

長
尾

大
村　

隆
彦 

 

長
尾

氏　

名 
 

担
当
地
域

野
志　

と
よ
子 

木
戸

増
田　

文
康 

 

尺
土

筒
井　

壽
子 

 

尺
土

原　
　

晴
美 

 

尺
土

梅
田　

敬
子 

 

八
川

鍋
谷　

洋 
 

八
川

藤
本　

尚
子 

 

八
川

多
根　

京
子 

 

大
畑

山
本　

弘
一 

 

當
麻

奥
田　

善
啓 

 

當
麻

正
田　

壽
子 

 

當
麻

石
田　

千
世
子 

勝
根

山
下　

千
津
子 

今
在
家

下
村　

友
子 

 

染
野

山
本　

信
代 

 

新
在
家

澤　
　

裕
嬉
子 

加
守

岡
本　

聖
子 

 

加
守

杉
本　

勝
也 

 

主
任
児
童
委
員
（
新
庄
地
区
）

神
谷　

哲
雄 

 

主
任
児
童
委
員
（
新
庄
地
区
）

山
本　

栄
子 

 

主
任
児
童
委
員
（
當
麻
地
区
）

岡　

厚
子 

 

主
任
児
童
委
員
（
當
麻
地
区
）

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
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■
軟
式
野
球

優　

勝　

ク
ラ
イ
キ
ー
ズ
B
B
C

準
優
勝　

ブ
レ
ー
ブ
ス

第
3
位　

モ
ッ
チ
ー
ズ

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

當
麻
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

尺
土
ク
ラ
ブ

第
3
位　

零

　

〃　
　

シ
ャ
ー
プ
葛
城

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

●
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

竹
内
晃
也
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

石
井
基
博
（
北
花
内
）

準
優
勝　

山
上
智
也
（
南
道
穂
）

　
　
　
　

山
上
雅
之
（
南
道
穂
）

第
3
位　

砂
川
誠
一
（
林
堂
）

　
　
　
　

城
下
彦
弥
（
疋
田
）

●
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

実
盛
か
お
る
（
北
花
内
）

　
　
　
　

山
中
登
子
（
南
花
内
）

準
優
勝　

西
本
和
子
（
大
屋
）

　
　
　
　

城
下
和
賀
子
（
疋
田
）

第
3
位　

松
尾
妙
子
（
西
室
）

　
　
　
　

小
柴
佐
知
子
（
北
道
穂
）

●
中
学
生
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

津
山　

豊
（
疋
田
）

　
　
　
　

日
吉
陶
太
（
寺
口
）

準
優
勝　

藤
本
広
大
（
疋
田
）

　
　
　
　

竹
田
勇
也
（
新
庄
）

第
3
位　

吉
川
雄
大
（
北
花
内
）

　
　
　
　

山
口
裕
作
（
南
道
穂
）

　

〃　
　

鎌
苅
孝
輔
（
疋
田
）

　
　
　
　

藤
寄
晃
啓
（
柿
本
）

●
中
学
生
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

中　

真
理
奈
（
竹
内
）

　
　
　
　

房
本
紗
季
（
尺
土
）

準
優
勝　

佃
井
り
さ
（
竹
内
）

　
　
　
　

吉
原
綾
香
（
勝
根
）

第
3
位　

乾　

友
美
（
尺
土
）

　
　
　
　

小
路
早
姫
（
當
麻
）

　

〃　
　

山
崎
こ
こ
ろ
（
當
麻
）

　
　
　
　

松
本
美
優
（
兵
家
）

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　

勝　

新
庄
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

当
麻
ひ
ま
わ
り

第
3
位　

當
麻
ク
ラ
ブ

　

〃　
　

白
鳳
ク
ラ
ブ

■
テ
ニ
ス

●
男
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

中　

公
宏
（
疋
田
）

　
　
　
　

小
林
弘
明
（
西
辻
）

準
優
勝　

中
村
一
世
（
薑
）

　
　
　
　

藤
田
敏
之
（
薑
）

第
3
位　

金
澤
将
人
（
薑
）

　
　
　
　

藤
井
秀
章
（
薑
）

　

〃　
　

尾
崎
建
治
（
北
花
内
）

　
　
　
　

葛
原
英
一
（
疋
田
）

●
女
子
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

　
　
　
　

竹
橋
真
美
（
葛
木
）

準
優
勝　

堀
田
明
美
（
疋
田
）

　
　
　
　

西
川
雅
子
（
北
花
内
）

第
3
位　

近
藤
秀
美
（
尺
土
）

　
　
　
　

野
崎
禎
子
（
今
在
家
）

　

〃　
　

足
髙
明
子
（
中
戸
）

　
　
　
　

真
銅
美
恵
（
中
戸
）

●
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優　

勝　

吉
田
尚
史
（
疋
田
）

準
優
勝　

小
林
弘
明
（
西
辻
）

第
3
位　

市
川
雄
治
（
中
戸
）

　

〃　
　

河
合
康
輔
（
新
庄
）

●
混
合
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

堀
田
明
美
（
疋
田
）

　
　
　
　

葛
原
英
一
（
北
花
内
）

準
優
勝　

西
川
登
志
恵
（
寺
口
）

　
　
　
　

辻
本　

誠
（
北
花
内
）

第
3
位　

幸
田
純
永
（
林
堂
）

　
　
　
　

尾
崎
建
治
（
北
花
内
）

　

〃　
　

竹
橋
直
美
（
葛
木
）

　
　
　
　

竹
橋
正
明
（
葛
木
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

●
男
子
1
部
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

中
村
隆
夫
（
勝
根
）

　
　
　
　

佐
藤
信
次
（
北
花
内
）

準
優
勝　

和
田
多
持
（
中
戸
）

　
　
　
　

堀
川
純
世
（
北
道
穂
）

第
3
位　

村
井　

武
（
疋
田
）

　
　
　
　

高
谷　

誠
（
加
守
）

　

〃　
　

寺
田
陽
介
（
長
尾
）

　
　
　
　

山
上　

悟
（
尺
土
）

●
男
子
2
部
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

金
澤　

滋
（
當
麻
）

　
　
　
　

小
西
正
美
（
西
室
）

準
優
勝　

浦
野
文
男
（
笛
堂
）

　
　
　
　

葛
本
和
格
（
太
田
）

第
3
位　

赤
木
基
延
（
疋
田
）

　
　
　
　

會　

友
吾
（
長
尾
）

　

〃　
　

井
上
隆
明
（
尺
土
）

　
　
　
　

宮
崎　

奨
（
疋
田
）

●
女
子
1
部
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

下
村
真
紀
（
寺
口
）

　
　
　
　

明
石
理
佐
（
加
守
）

準
優
勝　

治
田
泰
余
（
柿
本
）

　
　
　
　

小

裕
美
（
北
花
内
）

第
3
位　

松
村
安
希
（
南
花
内
）

　
　
　
　

植
島
有
香
（
北
花
内
）

　

〃　
　

堀
川
純
世
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

佐
藤
は
る
み
（
北
花
内
）

●
女
子
2
部
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

長
屋
和
子
（
尺
土
）

　
　
　
　

和
田
七
重
（
竹
内
）

準
優
勝　

落
合
知
子
（
長
尾
）

　
　
　
　

貝
崎
啓
子
（
疋
田
）

第
3
位　

宮
崎
浩
子
（
疋
田
）

　
　
　
　

仲
川
純
子
（
南
今
市
）

　

〃　
　

広
辻
玲
子
（
南
今
市
）

　
　
　
　

博
田
和
代
（
八
川
）

●
中
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

吉
田
衣
里
（
南
今
市
）

　
　
　
　

川
本
未
歩
（
加
守
）

準
優
勝　

宮
内
麻
伊
（
長
尾
）

　
　
　
　

隠
岐
美
聡
（
八
川
）

●
小
学
生
ダ
ブ
ル
ス

優　

勝　

村
上　

望
（
新
庄
）

　
　
　
　

梶
原
菜
穂
（
長
尾
）

準
優
勝　

山
下
ひ
ろ
み
（
尺
土
）

　
　
　
　

走
出
美
沙
紀
（
長
尾
）

第
3
位　

宇
野
元
貴
（
加
守
）

　
　
　
　

森
村
颯
斗
（
加
守
）

　

〃　
　

神
山
青
生
（
今
在
家
）

　
　
　
　

中
　

茜
（
木
戸
）

●
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
1
部

優　

勝　

宇
野
愼
一
（
長
尾
）

　
　
　
　

松
村
安
希
（
南
花
内
）

準
優
勝　

中
村
隆
夫
（
勝
根
）

　
　
　
　

吉
田　

鈴
（
長
尾
）

第
3
位　

巽　

啓　
（
北
道
穂
）

　
　
　
　

明
石
理
佐
（
加
守
）

　

〃　
　

吉
田
陽
介
（
長
尾
）

　
　
　
　

下
村
真
紀
（
寺
口
）

●
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
2
部

優　

勝　

上
田
泰
夫
（
加
守
）

　
　
　
　

横
山
恵
里
香
（
八
川
）

準
優
勝　

横
山
慎
也
（
八
川
）

　
　
　
　

川
本
未
歩
（
加
守
）

第
3
位　

広
辻
玲
子
（
南
今
市
）

　
　
　
　

貝
崎
啓
子
（
疋
田
）

　

〃　
　

葛
本
和
格
（
太
田
）

　
　
　
　

富
岡
桂
子
（
太
田
）

秋
季
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

（
敬
称
略
）
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■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

●
一
般
男
子

優　

勝　

Ｂ・

Ｂ・

Ｃ

準
優
勝　

白
鳳
ヤ
ン
グ

第
3
位　

新
庄

　

〃　
　

キ
ン
グ
ス

●
一
般
女
子

優　

勝　

新
庄
Ｂ

準
優
勝　

新
庄
Ａ

第
3
位　

ク
ラ
イ
ミ
ー
ズ

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

優　

勝　

小
松
加
代
子
（
疋
田
）

準
優
勝　

大
森
庄
蔵
（
竹
内
）

第
3
位　

藤
井
冨
美
子
（
長
尾
）

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

優　

勝　

蔵
内　

隆
（
西
辻
）

　
　
　
　

佐
藤
良
介
（
兵
家
）

　
　
　
　

森
井
栄
枝
（
南
今
市
）

　
　
　
　

和
田
郁
夫
（
弁
之
庄
）

　
　
　
　

川
渕
知
世
子
（
兵
家
）

準
優
勝　

市
田
和
久
（
兵
家
）

　
　
　
　

中
谷
嘉
行
（
兵
家
）

　
　
　
　

本
条
博
子
（
弁
之
庄
）

　
　
　
　

足
高
シ
ゲ
ノ
（
中
戸
）

　
　
　
　

福
井
静
子
（
兵
家
）

第
3
位　

石
橋
宗
忠
（
新
在
家
）

　
　
　
　

吉
村
弘
子
（
南
今
市
）

　
　
　
　

森
本
幸
代
（
疋
田
）

　
　
　
　

木
下
サ
ヨ
子
（
寺
口
）

　
　
　
　

中
井
松
弘
（
染
野
）

■
卓
球
の
部

●
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
部

優　

勝　

中
原
哲
也
（
長
尾
）

準
優
勝　

巽　

規
行
（
長
尾
）

第
3
位　

石
田　

聡
（
長
尾
）

　

〃　
　

藤
枝
寛
示
（
八
川
）

●
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
2
部

優　

勝　

東
川
隼
之
（
葛
木
）

準
優
勝　

小
橋
清
宏
（
東
室
）

第
3
位　

岡
田
厚
啓
（
竹
内
）

　

〃　
　

松
井
俊
和
（
竹
内
）

●
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
部

優　

勝　

樋
口
晴
代
（
長
尾
）

準
優
勝　

小
磯
要
子
（
八
川
）

第
3
位　

中
部
里
保
（
長
尾
）

　

〃　
　

西
川
裕
子
（
八
川
）

●
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
2
部

優　

勝　

中
原
千
春
（
長
尾
）

準
優
勝　

松
尾
妙
子
（
西
室
）

第
3
位　

薮
中
啓
子
（
當
麻
）

　

〃　
　

西
川
孝
子
（
忍
海
）

■
柔　

道

●
個
人
・
中
学
生
1
年
の
部

優　

勝　

片
山
宗
樹
（
西
辻
）

準
優
勝　

上
鍵
雄
志
（
北
花
内
）

第
3
位　

大
西
巧
美
（
北
花
内
）

●
個
人
・
中
学
生
2
年
の
部

優　

勝　

西
尾
優
吾
（
竹
内
）

準
優
勝　

吉
川
功
起
（
南
道
穂
）

●
個
人
・
小
学
生
1
年
の
部

優　

勝　

杉
田
一
陽
（
北
花
内
）

準
優
勝　

永
長
武
留
（
北
花
内
）

第
3
位　

原　

和
希
（
今
在
家
）

●
個
人
・
小
学
生
2
年
の
部

優　

勝　

石
田
航
大
（
加
守
）

準
優
勝　

森
下
虎
暉
（
疋
田
）

第
3
位　

尾
方
弘
忠
（
今
在
家
）

●
個
人
・
小
学
生
3
年
の
部

優　

勝　

倉
本
祥
太
郎
（
北
花
内
）

準
優
勝　

巽　

一
麿
（
加
守
）

第
3
位　

高
橋
篤
司
（
加
守
）

●
個
人
・
小
学
生
4
年
の
部

優　

勝　

福
田
義
宗
（
忍
海
）

準
優
勝　

杉
田
浩
大
（
北
花
内
）

第
3
位　

福
井
俊
介
（
當
麻
）

●
個
人
・
小
学
生
5
年
の
部

優　

勝　

吉
川
大
貴
（
林
堂
）

準
優
勝　

脇　

陵
平
（
柿
本
）

第
3
位　

三
淵
広
暉
（
八
川
）

●
個
人
・
小
学
生
6
年
の
部

優　

勝　

中
田
萌
香
（
忍
海
）

準
優
勝　

上
中
裕
貴
（
薑
）

第
3
位　

葛
城
愼
太
郎
（
疋
田
）

●
団
体
・
小
学
生
の
部

優　

勝　

新
庄
柔
道
ク
ラ
ブ
Ａ

準
優
勝　

新
庄
柔
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

第
3
位　

龍
誠
館
Ａ

●
団
体
・
中
学
生
の
部

優　

勝　

新
庄
中
学
校
Ｂ
チ
ー
ム

準
優
勝　

白
鳳
中
学
校

第
3
位　

新
庄
中
学
校
Ｃ
チ
ー
ム

●
団
体
・
一
般
の
部

優　

勝　

龍
誠
館

準
優
勝　

東
洋
ア
ル
ミ
Ａ

第
3
位　

新
庄
柔
道
ク
ラ
ブ

▽
日
時

：

平
成
20
年
1
月
13
日（
日
）

▽
開
会
式

：

午
前
8
時
30
分
～

▽
集
合
場
所

：

新
庄
中
学
校
運
動
場

▽
参
加
資
格

：

市
内
在
住
・
在
勤
者

▽
参
加
料

：

無
料

【
種
目
・
距
離
・
ス
タ
ー
ト
時
刻
】

◆ 

マ
ラ
ソ
ン

 

◎
み
ん
な
で
楽
し
く
走
ろ
う
の
部

 

◎
小
学
生
男
女
の
部

　
《
2.5　
　

午
前
9
時
出
発
予
定
》

 

◎
中
学
生
男
女
の
部

 

◎
一
般
男
女
の
部

　
《
5.0　
　

午
前
9
時
30
分
出
発
予
定
》

※
参
加
申
込

：

小
学
生
男
女
の

部
、
中
学
生
男
女
の
部
、
一
般
男

女
の
部
は
、
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
平
成
20
年
1
月

6
日
（
日
）
ま
で
に
葛
城
市
當
麻

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
葛

城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。(

み

ん
な
で
楽
し
く
走
ろ
う
の
部
は
、

当
日
集
合
場
所
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。) kmkm

◆ 

駅　

伝

 

◎
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

 

一
般
の
部
、
地
区
の
部

　
《
5
区
間
14
．
6
km

午
前
11
時
出
発
予
定
》

▽
チ
ー
ム
編
成

：

1
チ
ー
ム
6
名

（
内
補
欠
1
名
）

▽
参
加
申
込

：

参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
12
月
16
日

（
日
）
ま
で
に
葛
城
市
當
麻
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
葛
城
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
マ
ラ
ソ
ン
・
小
学
生
男
女
の
部

の
上
位
入
賞
者
（
5
年
、
6
年
）

及
び
駅
伝
・
小
学
生
の
部
の
各
区

間
上
位
入
賞
者
（
5
年
、
6
年
）

は
「
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大

会
」
の
選
手
選
考
候
補
と
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、

　

葛
城
市
當
麻
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
（
48
）
6
6
0
0

ま
た
は
、葛
城
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
（
69
）
6
9
6
1
ま
で
。

参
加
者
募
集

　

葛
城
市
民
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（
体
育
振
興
課
）
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25 26 27 28 29 30 31 2 3 4 524

　 火 水 木 金 土 日 月 　 水 木 金 土

戸籍の届出

　その他の業務

新庄文化会館

當麻文化会館

歴史博物館

コミュニティセンター

當麻スポーツセンター

新庄図書館

當麻図書館

中央公民館

新庄健康福祉センター

當麻保健センター

いきいきセンター

福祉総合ステーション

ふるさと公園

葛城山麓公園

相撲館

火葬場

ウェルネス新庄

公共バス 「葛城号」

公共バス 「ミニバス」

ゆうあいバス

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ×

○ × × ○ △ × × × × × × △ ○

○ × × ○ △ × × × × × × △ ○

○ × × ○ △ × × × × × × △ ○

○ × × ○ △ × × × × × × △ ○

○ × × ○ △ × × × × × × △ ○

○ × × ○ △ × × × × × × △ ○

○ ○ ○ × △ × × × × × × △ ○

○ × × ○ △ × × × × × × △ ○

× ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ×

× ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ×

× ○ ○ ○ △ × × × × × × △ ○

○ × ○ × × × × × × × × × ○

○ × × ○ △ × × × × × × △ ○

× × × ○ ○ × × × × × × ○ ○

○ × × △ △ × × × × × × △ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ × ○

○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ×

× ○ ○ ○ × × × × × × × × ×

○ × ○ × × × × × × × × × ○

※公共バス「葛城号」は 1/6（日）から、「ミニバス」は 1/7（月）から運行します。
○：通常業務日　×：休業・休館日　△：職員は出勤していますが、通常業務は行いません

年末年始の業務内容
　クリーンセンターなどの一部の部署を除き、市役所は12月28日まで通常業務を行い、12月29日から翌年
1月3日までが休業となります。※戸籍に関する届出（出生届、死亡届など）は、宿日直が取り扱いをします。
ただし出生届は、生まれた日を含めて14日以内となっていますが、14日目が12月29日から1月3日までの間
に到来する場合は、1月4日に届出することができます。

振休 祝日

高
田
川

至葛城市

至広陵町

至香芝市

葛城地区休日診療所 大和高田市西町１番４５号（大和高田市保健センター１階）
（☎22-7003）

　葛城地区休日診療所では、大和高田市・香芝市・葛城市・広陵町の
住民の方々を対象に休日における急病対策として診療を行っています。
　診療所では、圏内の医師会・歯科医師会のお医者さんに輪番で診て
いただけるようになっています。
●診療科目　内科・小児科・歯科 
●診療日　　日曜日と祝日（日曜日と重なる代替休日も含む）
　　　　　　年末年始（12月29日～1月3日） 
●受付時間　午前8時30分～11時30分　
　　　　　　午後1時～3時30分
　　　　　　午後5時30分～8時30分　　
　　　　　　※歯科診療受付は午後3時30分までです。
●持参品
　保険証及び老人福祉・福祉医療の受給者証などを必ず持参ください。
　持参されないときは自費となります。 
●ご利用される方へ
・当診療所は休日に起こった急病人の応急診療のみを行ないますので、重症患者の治療は設備上できません。
・受付終了前は混雑する場合があります。受診される方はできるだけ早い時間に来るようにしてください。 
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16 17 18
燃える
ご み

19
ペット
ボトル

20
不燃
ごみ

21
燃える
ご み

22

23 24
新聞・雑誌
  紙パック

25
燃える
ご み

26
かん・
 びん

27 28
燃える
ご み

29

30 31
  1   2   3   4

燃える
ご み

  5

  6   7   8
燃える
ご み

段ボール

  9 10
白色トレー
・古布

白色トレー
・古布

11
燃える
ご み

12

日 月 火 水 木 金 土

南今市・太田・長尾・
木戸・尺土・八川・大畑  地区

日 月 火 水 木 金 土

月曜日コース
疋田・南藤井・寺口・中戸・弁之庄・林堂・
山田・平岡・山口・梅室・笛吹・脇田  地区

16 17 18
燃える
ご み

19 20 21
燃える
ご み

22

23 24

新聞・雑誌
  紙パック

新聞・雑誌
  紙パック

25
燃える
ご み

26

かん・
 びん

かん・
 びん

27 28
燃える
ご み

29

30 31
  1   2   3   4

燃える
ご み

  5

  6   7   8
燃える
ご み

  9 10 11
燃える
ご み

12

日 月 火 水 木 金 土

兵家・竹内・當麻・勝根・
今在家・染野・新在家・加守  地区

當麻クリ－ンセンター収集地域

新庄クリ－ンセンター収集地域

火曜日コース
西室・東室・柿本・笛堂・北花内・忍海・
薑・新村・新町・南花内・西辻・南新町  地区

水曜日コース
新庄・葛木・大屋・北道穂・南道穂  地区

  2

燃えるごみ

不燃ごみ

し尿の汲み取り

資源ごみ

第1火曜日（1日）の収集地区は、8日（火）に変更となります。
【対象地区】林堂・脇田・忍海・薑・新町・南花内・西辻・南新町
　第2火曜日（8日）の収集地区は、15日（火）に変更となります。
【対象地区】疋田・南藤井・寺口・山田・平岡・山口・梅室・笛吹
第3火曜日（15日）の収集地区は、22日（火）に変更となります。
【対象地区】西室・東室・新庄・葛木・大屋・北道穂・南道穂・
　　　　　　　中戸・弁之庄
第4火曜日（22日）の収集地区は、29日（火）に変更となります。
【対象地区】柿本・笛堂・北花内・新村

第1水曜日（2日）の収集地区は、9日（水）に変更となります。
【対象地区】疋田・南藤井・寺口・山田・平岡・山口・梅室・笛吹
第2水曜日（9日）の収集地区は、16日（水）に変更となります。
【対象地区】西室・東室・新庄・葛木・大屋・北道穂・南道穂・
　　　　　　　中戸・弁之庄
第3水曜日（16日）の収集地区は、23日（水）に変更となります。
【対象地区】柿本・笛堂・北花内・新村
第4水曜日（23日）の収集地区は、30日（水）に変更となります。
【対象地区】林堂・脇田・忍海・薑・新町・南花内・西辻・南新町

１�月の収集日に変更はありません。

１月の収集日は下記のとおりです。
１�月の収集日に変更はありません。

１月の収集日は下記のとおりです。

新庄クリ－ンセンター（☎69-3773）

當麻クリ－ンセンター（☎48-2058）

★：収集日
�0日：一般ごみの持ち込みは午後1時～３時まで

12月30日から1月4日までは休みです。
12月29日と1月5日は、午前中で業務が終了します。（臨時汲取は12月28日まで）
休み期間中は、臨時の汲み取りもありませんので、事前に便槽を確認のうえ、汲み取りの必要があれば早めに、
當麻クリーンセンター（☎48-2058）まで連絡し、臨時の汲み取りを済ませてください。

燃える
ご み
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下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

　

葛
城
市
で
は
、「
豊
で
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
姿
勢
と
し
て
、
市
政

運
営
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
諸
施
策
の

う
ち
、
下
水
道
整
備
が
大

変
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
は
、
都

市
基
盤
整
備
の
一
環
と
し

て
、
環
境
衛
生
の
向
上
に

資
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ

り
よ
い
人
間
生
活
の
た
め

の
重
要
施
策
と
し
て
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
工
場
か
ら
流
れ

て
出
る
下
水
は
、
川
や
海

を
汚
し
、
生
物
を
追
放
し

て
し
ま
い
、
私
た
ち
の
健

康
を
損
な
う
も
と
に
な
り

ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、
浄
化
さ
れ
た
水
が
汚

れ
た
川
の
流
れ
を
変
え
、

よ
り
よ
い
環
境
を
と
り
も

◎
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
ま
で

ど
し
て
く
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
然
か
ら

受
け
た
き
れ
い
な
水
を
き

れ
い
な
姿
で
自
然
に
も
ど

し
て
や
る
義
務
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
市
は
、
昭
和
57
年
度

以
来
下
水
道
の
整
備
を
進

め
て
お
り
、
下
水
道
の
建

設
に
は
巨
額
の
費
用
と
時

間
、
労
力
を
必
要
と
し
ま

す
が
、
市
全
域
で
下
水
道

を
接
続
し
て
頂
け
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

一
日
で
も
早
く
家
庭
、
工

場
等
の
汚
水
を
下
水
道
に

接
続
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

供
用
開
始
か
ら
3
年
以

内
に
汲
取
り
便
所
を
所
有

す
る
も
の
は
、
下
水
道
に

接
続
す
る
よ
う
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。（
下
水
道

法
第
11
条
の
3
）

水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制

度
と
は
、
下
水
道
へ
の
接
続

工
事
費
に
対
し
、
一
部
助
成

す
る
制
度
で
す
。

　

供
用
開
始
告
示
後
3
年
以

内
に
、
各
家
庭
が
下
水
道
に

接
続
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
1

戸
1
件
1
回
に
つ
き
5
万
円

の
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。（
官
公
署
、
会
社
、

そ
の
他
法
人
、
市
税
を
滞
納

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は

助
成
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
。）

　

3
年
以
内
に
下
水
道
に
接

続
し
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
工
事
を
実
施
さ
れ
る

場
合
は
、
葛
城
市
に
登
録
さ

れ
て
い
る
排
水
設
備
工
事
店

に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、
市
民
課
ま
で

平
成
20
年

4
月
か
ら　

現
在
の
老
人
保
健
制
度
が
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
に
変
わ
り
ま
す

⑴ 

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る

健
康
保
険
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
4
月
以
降
、
対

象
と
な
る
人
は
、
現
在
加
入

中
の
健
康
保
険
（
国
民
健
康

保
険
、
社
会
保
険
、
共
済
組

合
な
ど
）
の
資
格
が
な
く
な

り
、
新
し
く
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

⑵ 

対
象
と
な
る
人
に
つ
い
て

○ 

75
歳
以
上
の
人

○ 

65
歳
以
上
で
寝
た
き
り

等
の
一
定
の
障
害
の
あ
る
人

（
広
域
連
合
に
認
定
を
受
け

た
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

※ 

現
在
、
認
定
を
受
け
て

い
る
人
は
引
続
き
「
広
域

連
合
の
認
定
を
受
け
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る
」
予
定

で
す
。

※ 

障
害
認
定
の
取
下
げ
も

可
能
で
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
加
入
中
の
健
康
保

険
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⑶ 

対
象
と
な
る
日
に
つ
い
て

※ 

75
歳
の
誕
生
日
当
日
か

ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

※ 

65
歳
以
上
で
寝
た
き
り

等
の
一
定
の
障
害
の
あ
る

人
で
、
市
町
村
で
申
請
の

上
、
広
域
連
合
で
認
定
を

受
け
た
と
き
、
ま
た
は
広

域
連
合
の
区
域
内
（
奈
良

県
内
）
で
あ
る
市
町
村
に

転
入
し
て
き
た
と
き
。

⑷ 

資
格
を
取
得
す
る
時
は

　

平
成
20
年
4
月
の
制
度

移
行
時
の
届
け
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
20
年
3
月
下
旬
に
、

市
町
村
か
ら
「
保
険
証
」

を
送
付
し
ま
す
。
対
象
者

全
員
に
、
保
険
証
が
1
人

に
1
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
4
月
以
降
、
75

歳
に
な
ら
れ
る
方
に
つ
い

て
も
、
届
け
出
の
必
要
は

な
く
、
そ
の
都
度
、
市
町

村
か
ら
「
保
険
証
」
を
送

付
し
ま
す
。

⑸ 

保
険
料
に
つ
い
て

● 

保
険
料
率
は
、
奈
良
県

内
で
統
一
さ
れ
ま
す
が
、

詳
細
は
未
定
で
す
。

● 

保
険
料
は
、
所
得
な
ど

に
応
じ
て
被
保
険
者
個
人

単
位
で
算
定
し
、
賦
課
し

ま
す
。

● 

原
則
と
し
て
、
年
金
か

ら
天
引
き(

特
別
徴
収)

さ

れ
ま
す
。

　

天
引
き
さ
れ
な
い
場
合

は
、
納
付
書
に
よ
り
納
付

（
普
通
徴
収
）
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

● 

対
象
者
全
員
が
均
等
に

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、

対
象
者
の
所
得
に
応
じ
て
負

担
す
る
「
所
得
割
額
」
が
あ

り
、そ
の
合
計
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
未
定
で
す
。

⑹ 

所
得
申
告
に
つ
い
て

　

1
年
間
全
く
所
得
が
な

か
っ
た
人
や
、
所
得
が
少

な
く
所
得
税
や
市
町
村
民

税
・
県
民
税
が
か
か
ら
な

い
人
で
も
、
所
得
申
告
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
申
告
し
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
保
険
料
の

軽
減
措
置
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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麻しん・風しん混合（ＭＲ）予防接種を受けましょう！

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎や食中毒は、一年を通して発生していますが、特に冬季に流行します。

　ノロウイルスは手指や食品などを介して、経口で感染し、ヒトの腸管で増殖し、おう吐、下痢、腹痛な

どを起こします。健康な方は軽症で回復しますが、子どもやお年寄りなどでは重症化したり、死亡するこ

とがあります。

　感染を未然に防ぐ為に、皆様の周りの方々と一緒に、次の予防対策を徹底しましょう。

○調理や食事の前に、石けんでしっかりと手を洗う。（石けん自体にはノロウイルスを殺す力はありませ

　んが、　石けんを使用することで、ウイルスを手から流れやすくする効果があります。）

○特に子どもやお年寄りなどの抵抗力の弱い方は、加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱する。

　ノロウイルスの失活化には、アルコールや逆性石けんはあまり効果がありません。ノロウイルスを完全

に失活化する方法には、次亜塩素酸ナトリウム、加熱があります。調理器具等は洗剤などを使用し十分に

洗浄した後、次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度 200ppm）で浸すように拭くことでウイルスを失活化でき

ます。また、まな板、包丁、へら、食器、ふきん、タオル等は熱湯（85℃以上）で 1 分以上の加熱が有

効です。

　もし、感染が疑われるときは、最寄りの保健所やかかりつけの医師にご相談ください。

☆健康相談
　●日時：12 月 6 日（木）・21 日（金）

　●受付：午前 10 時〜午前 11 時

　●場所：新庄健康福祉センター

　●内容：血圧測定・尿検査など

　※　健康手帳をお持ちの方はご持参ください。

☆乳幼児健康相談
　●日時：12 月 11 日（火）・12 日（水）
　●受付：午前 10 時〜午前 11 時
　●場所：當麻保健センター

　◆日時：12 月 19 日（水）・20 日（木）
　◆受付：午前 10 時〜午前 11 時
　◆場所：新庄健康福祉センター
　■内容：身体測定、保健師・管理栄養士による個別相談
　※　母子健康手帳をご持参ください。

ノロウイルスの感染に注意しましょう！

今年度の接種対象者は、下記のとおりとなっています。該当するお子さんは、なるべく早く受けましょう。

 対象者

 1 期：生後 12 ～ 24 月未満の幼児（1 歳児）

 2 期：平成 13 年 4 月 2 日～平成 14 年 4 月 1 日生まれ（幼稚園等の年長児）

　※ 2 期の接種期間は平成 20 年 3 月 31 日までとなっています！

 ○ 対象となる方には既に予診票を送付しています。

 ○ 既に麻しん又は風しんにかかった方は、麻しん・風しん混合（ＭＲ）予防接種の対象外となりますので、

  　新庄健康福祉センター　☎（69）9900 までご連絡ください。

　ご不明な点があれば、新庄健康福祉センターまでご連絡ください。

（健康増進課）
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   毎月 11 日は
   人権を確かめあう日です

奈良県市町村人権・同和問題
啓発活動推進本部
葛城市人権問題啓発活動推進本部

①②③④

12 月 4 日から 10 日までは「第 59 回人権週間」です
　「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を遵守し確保するため、世界のすべての人々とすべての国々とが達

成すべき共通の目標として、昭和 23 年（1948 年）12 月 10 日の第 3 回国際連合（以下「国連」という）総

会において採択されました。

　国連は、世界人権宣言採択を記念して、採択日の 12 月 10 日を「人権デー（Human　Rights　Day）」と定め、

加盟国に対し、人権擁護活動を推進するための各種行事を実施するよう要請しています。

　法務省及び全国人権擁護委員連合会では、従来から、関係機関等の協力を得て、「人権デー」を最終日とする

1 週間（12 月 4 日から 10 日まで）を「人権週間」と定め、世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思

想の普及高揚に努めてきたところですが、本年も、12 月 4 日から 10 日までを「第 59 回人権週間」と定め、

広く国民に人権デーの意義を訴えるとともに人権意識の高揚を図ることとしています。

平成 19 年度啓発活動重点目標

「育てよう　一人一人の　人権意識　　－思いやりの心・かけがえのない命を大切に－」
 ●女性の人権を守ろう   ●子どもの人権を守ろう

 ●高齢者を大切にする心を育てよう ●障害のある人の完全参加と平等を実現しよう

 ●部落差別をなくそう   ●アイヌの人々に対する理解を深めよう 

 ●外国人の人権を尊重しよう  ●ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう 

 ●刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう ●犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう 

 ●インターネットを悪用した人権侵害は止めよう ●性的指向を理由とする差別をなくそう 

 ●ホームレスに対する偏見をなくそう ●性同一性障害を理由とする差別をなくそう

 ●北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう

（人権政策課）

「第 41 回人権と部落問題講演会」が葛城市で開催されます
　奈良県人権教育推進協議会が主催する「第 41 回人権と部落問題講演会」が「人権週間」の最終日、12 月

10 日（月）午後 1 時から、新庄文化会館（マルベリーホール）で開催されます。多くの市民の方々に参加して

いただきたいと願っています。

　なお、毎年「人権週間」の期間中に行ってきました「葛城市人権教育推進協議会研究大会」は、本年度は上記の「第

41 回人権と部落問題講演会」と兼ねておりますので、よろしくお願いいたします。
（人権政策課）
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車
上
ね
ら
い
が
多
発
【
警
戒
を
】

　

無
人
の
車
の
窓
ガ
ラ

ス
を
石
や
ハ
ン
マ
ー
で

破
り
、
ま
た
は
、
ド
ア

の
鍵
穴
を
ド
ラ
イ
バ
ー

等
で
こ
じ
開
け
て
車
内

に
あ
る
金
品
や
カ
ー
ナ
ビ
と
い
っ

た
高
額
な
備
品
を
奪
い
去
る
い
う

悪
質
な
犯
罪
、
そ
れ
が
「
車
上
ね

ら
い
」
で
す
。

　

住
宅
の
鍵
掛
け
が
必
須
で
あ
る

よ
う
に
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き

は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
施
錠
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
盗
難
防
止
装
置
を
取
り

付
け
る
の
も
効
果
的
で
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
再
度

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

● 

バ
ッ
ク
や
カ
バ
ン
等
、
中
身

が
空
っ
ぽ
で
も
車
外
か
ら
見
え
る

位
置
に
放
置
し
な
い

（
中
身
を
知
っ
て
い
る
の
は
あ
な

た
だ
け
で
す
）

● 

車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
短
時

間
で
も
必
ず
ロ
ッ
ク
す
る

（
リ
モ
コ
ン
ド
ア
ロ
ッ
ク
の
場
合
、

鍵
が
か
か
っ
た
か
目
で
見
て
確
認

を
す
る)

● 

防
犯
装
置
を
取
り
付
け
る

（
車
体
の
振
動
な
ど
異
常
を
感
知

し
て
警
告
音
な
ど
を
発
す
る
装
置

を
活
用
す
る
）

　

駐
車
場
に
お
け
る
犯
罪
は
年
々

増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
駐
車
場
別
に
注
意
す
る

べ
き
と
こ
ろ
を
確
認
す
る
と

● 

月
極
駐
車
場

⇒

 

駐
車
場
内
に
契
約
車
（
者
）

以
外
の
車
（
者
）
を
出
入
り
さ
せ

な
い
こ
と
が
第
一
。

防
犯
の
ポ
イ
ン
ト

･ 
フ
ェ
ン
ス
で
囲
い
、
出
入
り
口

を
限
定
す
る
。

･ 

シ
ヤ
ッ
タ
ー
ま
た
は
チ
ェ
ー
ン

を
設
置
し
、
利
用
者
を
制
限
す
る
。

･ 

明
る
く
、
見
通
し
を
良
く
す
る
。

･ 

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
盗
難

を
防
ぐ
。

● 

共
同
住
宅
駐
車
場

⇒

 

駐
車
場
は
、
住
民
共
同
で
守

る
防
犯
駐
車
場
づ
く
り
が
重
要
。

防
犯
の
ポ
イ
ン
ト

･ 

フ
ェ
ン
ス
で
囲
い
、
出
入
り
口

を
制
限
す
る
。

･ 

明
る
く
し
、
見
通
し
を
良
く
し

て
監
視
性
を
上
げ
る
。

･ 

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
盗
難

を
防
ぐ
。

･ 

電
動
チ
ェ
ン
ゲ
ー
ト
で
利
用
者

を
制
限
す
る
。

● 

店
舗
附
置
駐
車
場

⇒

 

お
客
の
車
の
安
全
の
た
め
、

駐
車
場
巡
回
警
備
は
店
舗
内
と
同

様
に
大
切
。

防
犯
の
ポ
イ
ン
ト

･ 

営
業
時
間
内
は
出
入
り
口
制
限

が
で
き
な
い
の
で
人
に
よ
る
巡
回

警
備
が
有
効
で
す
。

･ 

営
業
時
間
外
は
ゲ
ー
ト
、
フ
ェ

ン
ス
の
設
置
に
よ
り
、 

出
入
り
口

制
限
が
必
要
で
す
。

･ 

夜
間
も
営
業
す
る
場
合
は
明
る

く
見
通
し
良
く
す
る
こ
と
で
す
。

･ 

広
域
監
視
に
は
、
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
カ
メ
ラ
の
パ
ト
ロ
ー
ル

モ
ー
ド
が
有
効
で
す
。

● 

時
間
貸
駐
車
場

⇒

 

入
場
者
の
制
限
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
防
犯
設
備
で
し
っ
か

り
ガ
ー
ド
。

防
犯
の
ポ
イ
ン
ト

･ 

車
上
ね
ら
い
を
防
ぐ
た
め
、
関

係
者
以
外
の
出
入
り
制
限
か
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

･ 
床
や
壁
の
色
も
考
慮
し
て
、
明

る
く
見
通
し
を
良
く
す
る
。

と
い
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

車
上
ね
ら
い
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
自
主
的
に
防
犯
意
識
を

も
っ
て
対
策
を
お
こ
な
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

車
上
ね
ら
い
の
被
害
に
遭
っ
た

り
、
不
審
者
を
み
か
け
た
り
し
た

と
き
は
、
高
田
警
察
署
☎
（
22
）

0
1
1
0
）に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

（
消
防
署
）

▽
▼
１
１
９
コ
ー
ナ
ー
▲
△

10
月
中

　

火
災
…
0
件

　

救
急
…
87
件

　

救
助
…
1
件

本
年
の
累
計

　

火
災
…      　
　

 

3
件

　

救
急
…
1
、
0
1
8
件

　

救
助
…      　
　

15
件

なくそう火災！
ふやそう安全・安心！！

火事のない年末で、明るい新年を迎えましょう

　

年
末
の
慌
た
だ
し
く
な
る
こ
の

時
期
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る
と
と

も
に
暖
房
器
具
の
使
用
も
増
え
、

火
災
の
発
生
が
多
く
な
る
時
期
で

も
あ
り
ま
す
。

　

葛
城
市
消
防
署
で
は
12
月
20
日

か
ら
31
日
ま
で
年
末
特
別
警
戒
を

実
施
し
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
や
巡

回
広
報
で
注
意
を
呼
び
か
け
、
火

災
の
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
し

た
防
火
意
識
を
持
ち
、
出
火
防
止
、

放
火
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

1.

家
の
周
り
に
は
、
燃
え
や

　

す
い
も
の
を
置
か
な
い

2.

夜
間
、
建
物
の
周
囲
や
駐

　

車
場
は
、
照
明
を
点
灯
し
て

　

明
る
く
す
る

3.

地
域
ぐ
る
み
で
放
火
防
止

　

に
取
り
組
む

4.

車
や
バ
イ
ク
等
の
ボ
デ
ィ
ー

　

カ
バ
ー
は
、
防
炎
製
品
等
を

　

使
う

5.

空
き
家
、
物
置
に
は
カ
ギ

　

を
か
け
る

6.

寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る

7.

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す

　

い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

　

使
用
す
る

8.

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば

　

を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火

　

を
消
す

9.

家
庭
用
の
消
火
器
・
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
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2007年12月1日～2008年1月10日新庄文化会館（マルベリーホール）

當麻文化会館

69-4600【新庄文化会館】

69-3301

48-2059【當麻小学校】

48-3373

0742-62-5555

69-4600【新庄文化会館】

62-3225

69-3301  

12

12

2

3

6

9

10

13

16

23

日

月

木

日

月

木

日

日

葛城市音楽祭「クラシックコンサート」

新庄中学校音楽鑑賞会

葛城市小・中学校合同音楽会

第4回葛城市社会福祉大会

第41回人権と部落問題講演会

桂歌丸・三遊亭楽太郎 二人会

ピアノ発表会

有 料

関係者

関係者

関係者

無 料

有 料

関係者

無 料

葛城市

葛城市立新庄中学校

葛城市教育委員会

葛城市社会福祉協議会

奈良県人権教育推進協議会

葛城市

安川眸

葛城市立新庄中学校

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

◎お問い合わせ　  新庄文化会館　☎69－4600　當麻文化会館　☎48－5000　☆主催者の都合により一部変更する場合がありますので、ご了承ください。
　準備、リハーサル等での使用に関しては、本表に記載しておりません。詳細については、主催者にお問い合わせください。

13：30

  9：30

  9

15

日

土

 ピアノと歌のコンサート

JAならけん北葛地区「家の光大会」

無 料

関係者

ミルフィーユ

JAならけん北葛地区

月        日 曜 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先

は休館日

新庄文化会館
當麻文化会館

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713

土 日 月 火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 日 木木 金月 火 水 火 水月 土 日 月 木木 金 火土 水 木木 金 土日 月

1819 202122232425262728293014

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 171819 2021222324252627282930

31

3114

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

76-8893

69-2251

    14：00～

    14：00～

13：30～16：00

13：30～16：00

13：30～16：30

    18：30～

    13：00～

14：00～16：00新庄中学校吹奏楽部
第1回クリスマスコンサート

展示室（マルベリーホール）

48-2811【生涯学習課】12 / 1（土）
       2（日） 葛城市作品合同展示会 無 料 葛城市教育委員会

期  間 催  し  物 入場方法 開演時間 主  催  者 連  絡  先
  9：00～17：00

（2日目は15：00まで）

　2008年3月23日（日）
　　　11:00～ 14:00～ 2回公演

～春休みこども劇場～

2007 年 12 月 13 日（木）
　開場 18：00　開演 18：30

【会場】新庄文化会館マルベリーホール

【入場料】全席指定 3,000 円

　　　　　当日 500 円増　友の会 2,700 円

チケットぴあ　P コード 379-621

ローソンチケット　L コード 59882

※未就学児の入場はできません。
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は整理休館日

新庄図書館
當麻図書館

は休館日

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 15161713 17

土 日 月 火 水 木木 金 土 日 月 火 水 木木 火 水 木木金 土 日 金 土 木木 金日月 火 水 火 水月 土 木木 金 土日 月

1819 202122232425262728293014

 1  2  3  4  5  6  7  8  9 101112 151613 171819 2021222324252627282930

31

3114  2  3

 1  2  3  4  5

 1  2  3  4  5

 

図
書
館
だ
よ
り

12 月 の 新 着 図 書 ★…児童書

《
催
し
も
の
ご
案
内
》

【
映
画
会
の
お
知
ら
せ
】

　

日
時

：

12
月
8
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
Ａ
Ｖ
ル
ー
ム

　

 

『
ム
ー
ミ
ン
谷
の
ク
リ
ス
マ
ス
』 

【
お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ
】

★
當
麻
図
書
館

　

日
時

：

12
月
9
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
～

　

場
所

：

當
麻
図
書
館
2
階
お
は
な
し
の
部
屋

『
小
さ
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

絵　

本
…
ト
ト
ト
の
ト
ナ
カ
イ
さ
ん

　

お　

話
…
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
っ
て

 
 

ほ
ん
と
に
い
る
の
？

　

絵　

本
…
ね
ず
み
く
ん
の
ク
リ
ス
マ
ス

『
大
き
い
子
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

お　

話
…
こ
び
と
と
く
つ
や

　

絵　

本
…
ヤ
マ
ネ
コ
毛
布

★
新
庄
図
書
館

　

日
時

：

12
月
22
日
（
土
）
午
前
10
時
～

　

場
所

：

新
庄
図
書
館
お
は
な
し
の
部
屋

『
ク
リ
ス
マ
ス
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

　

人
形
劇
…
ね
ず
み
の
す
も
う

　

お　

話
…
よ
か
っ
た
ね
ネ
ッ
ド
く
ん

　

絵　

本
…
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
れ
い
ち
ゃ
ん

ほ
か

＊
お
は
な
し
が
始
ま
る
と
へ
や
に
入
れ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

テーマ別クラシック
おもしろ鑑賞事典
宮本英世／著

クリスマス物語集
中村妙子／編訳

　

冬
に
ち
な
む
名
曲
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛

り
上
げ
る
曲
、
謎
め
い
た
仕
掛
け
が
あ
る

曲
な
ど
、
テ
ー
マ
は
1
0
0
種
類
。
著
者

が
気
軽
に
思
い
つ
い
た
テ
ー
マ
で
選
曲
さ

れ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
魅
力
が
、
面
白
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
知
識
も
得
ら
れ
、
日
常

生
活
の
中
で
身
近
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き

る
、
贅
沢
な
豆
事
典
で
す
。

　

誰
も
が
待
ち
遠
し
く
思
う
ク
リ
ス
マ
ス

に
は
、
森
の
中
で
、
暖
炉
の
前
で
、
そ
し

て
天
国
で
さ
え
も
不
思
議
な
こ
と
が
起
こ

る
そ
う
で
す
。

　

世
界
各
地
の
家
庭
で
読
み
つ
が
れ
て
き

た
伝
説
・
童
話
・
詩
な
ど
を
、
そ
の
内
容

に
ぴ
っ
た
り
の
美
し
い
挿
絵
と
と
も
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

書　　　　　　　名 著　　者　　名 新庄図書館 當麻図書館
　人生を変える手帳術　 朝日新聞社 ○
　戦後腹ペコ時代のシャッター音 赤瀬川原平 ○
　らくらく図解アンケート分析教室 菅民郎 ○
　YouTube 完全攻略マニュアル 田口和裕 ○
　石見銀山　世界史に刻まれた日本の産業遺跡 田中琢 ○
　俺の彼　がばいばあちゃんスペシャル劇場 島田洋七 ○
　薀蓄好きのための格闘噺 夢枕獏 ○
　夫婦善哉　完全版 織田作之助 ○
　君空 美嘉 ○
　ポー詩集 ポー ○
★品格あるお金の作法 伊藤宏一 ○
★ミクロの世界にズームイン！ 阿達直樹 ○
★あいうえおと aiueo があいうえお 山村浩二 ○
★イモムシかいぎ 市居みか ○
★じゅんぺいと不思議の石又 松居スーザン ○
★涙のレンアイ＠委員会 令丈ヒロ子 ○
★ユアボイス　君の声に恋をして 新津きよみ ○
★ムジナ探偵局 6　榎稲荷の幽霊 富安陽子 ○
★西 95 丁目のゴースト　ちいさな霊媒師オリビア エレン・ポッター ○
★「チョコレート工場」からの招待状　ロアルド・ダール チャールズ・Ｊ・シールズ ○



1�広報「 」平成19年12月号

 

増 

改 

築 

相 

談

▼
日　

時

‥

12
月
2
日
（
日
）・
1
月
6
日
（
日
）

 
 

午
前
9
時
～
正
午

▼
場　

所

‥

當
麻
文
化
会
館
団
体
交
流
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
48
）
5
3
7
5

▼
日　

時

‥
12
月
15
日
（
土
）

 
 

午
後
1
時
～
午
後
5
時

▼
場　

所
‥

中
央
公
民
館
会
議
室

▼
連
絡
先

‥

☎
（
69
）
2
8
7
7

◎
詳
し
く
は
、
右
記
連
絡
先
ま
た
は
都
市
計

画
課
ま
で
。

　

 

消
費
者
生
活
相
談

　
「
架
空
請
求
や
悪
質
商
法
」
な
ど
の
消
費

生
活
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　

時

‥

12
月
10
日
（
月
）

　
　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
1
時
～
4
時

▼
場　

所

‥

當
麻
庁
舎 

1
階
市
民
相
談
室

▼
相
談
料

‥

無
料

（
随
時
受
付
相
談
い
た
し
ま
す
。）

◎
詳
し
く
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。　　　　　　　　   　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。

 
税
の
納
期

　

12
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第
6
期
分
の

納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
12
月
25
日
（
火
）
で
す
。

　

納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
納
期
限
の

日
が
振
替
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。
預
貯
金
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
税
務
課
・
収
納
課
）

 

歴
史
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
講
演
会
】

  

葛
城
学
へ
の
い
ざ
な
い
（
第
9
回
）

　
「
戦
国
武
将
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

▼
日　

時

‥

12
月
8
日
（
土
）
午
後
2
時
か
ら

▼
講　

師

‥

田
中
慶
治（

歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

▼
会　

場

‥

歴
史
博
物
館
2
階

 
 

「
あ
か
ね
ホ
ー
ル
」

▼
定　

員

‥

1
0
0
名
程
度

▼
申　

込

‥

電
話
ま
た
は
、
直
接
窓
口
に
て
受
付

◎
詳
し
く
は
、
歴
史
博
物
館

　
　
　

☎
（
64
）
1
4
1
4
ま
で
。

　

　
 

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

  

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
現

在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
年
12
月

か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密

が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
統
計
課

 

☎
0
7
4
2
（
22
）
1
1
0
1

　
　

ま
た
は
、
企
画
調
整
課
ま
で
。

　

 

犬
の
捕
獲
及
び
犬
猫
の

引
き
取
り
の
休
止
の
お
知
ら
せ

　

左
記
の
期
間
中
、
犬
の
捕
獲
お
よ
び
犬
猫

の
引
き
取
り
業
務
を
休
止
し
ま
す
。

◆
捕
獲
業
務
休
止
期
間

‥

 

12
月
21
日(

金)

～

 

　
　

平
成
20
年
1
月
4
日
（
金
）

◆
引
取
り
業
務
休
止
期
間

‥

 
12
月
26
日(

水)

～

 

　
　

平
成
20
年
1
月
4
日
（
金
）

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
保
健
所

 

☎
（
22
）
1
7
0
1

　

ま
た
は
、
環
境
課
ま
で
。

　

 

全
市
町
村
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間

～
許
さ
な
い
！
滞
納
～

　

地
方
税
の
公
平
・
公
正
を
確
保
し
、
地
方

税
に
対
す
る
納
税
者
の
信
頼
を
守
る
た
め
、

次
の
と
お
り
全
市
町
村
で
一
斉
滞
納
整
理
強

化
月
間
を
設
定
し
、
差
押
等
を
は
じ
め
と
す

る
滞
納
整
理
に
集
中
的
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

葛
城
市
で
は
、
全
市
町
村
一
斉
滞
納
整
理

強
化
月
間
中
に
、
市
税
の
滞
納
整
理
を
積
極

的
に
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
各
市
町
村
が
、
滞
納
者

と
取
引
の
あ
る
金
融
機
関
や
勤
務
先
等
に
対

し
、
法
律
に
基
づ
く
財
産
調
査
に
つ
い
て
も

集
中
的
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
実
施
時
期

：

平
成
19
年
12
月

　

★
参
加
市
町
村

：

奈
良
県
内
全
市
町
村

★
各
市
町
村
の
取
組

：

　

①
滞
納
者
に
対
す
る
差
押
（
預
貯
金
・
給

　
　

料
等
）
の
集
中
実
施

　

②
滞
納
者
に
対
す
る
電
話
催
告
・
訪
問
催

　
　

告
の
集
中
実
施

◎
詳
し
く
は
、
収
納
課
ま
で
。

　

 

平
成
20
年
成
人
式

　

本
市
で
は
、
新
成
人
と
し
て
大
人
の
仲
間

入
り
を
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
新
た
な
門
出

を
祝
福
す
る
た
め
、
成
人
式
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日　

時

‥

平
成
20
年
1
月
14
日
（
祝
）

　
【
受
付
】
午
前
9
時
～

　
【
開
始
】
午
前
9
時
30
分
～

▼
場　

所

‥

新
庄
文
化
会
館

 
 

マ
ル
ベ
リ
ー
ホ
ー
ル

▼
対
象
者

‥

昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら

　

昭
和
63
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方

（
生
涯
学
習
課
）

　



1� 広報「 」平成19年12月号

【市立図書館から
年末年始特別貸出のお知らせ】

　市立図書館では年末年始の長期休館に

さきがけ、12 月 15 日（土）から年内に

かけて、特別貸出を致します。お一人 10

冊、返却期限は年明け 1 月 14 日（祝・月）

です。

　この機会にどうぞご利用ください。

 
国
民
年
金
基
金
の
お
知
ら
せ

　

～ 
国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス
、

自
分
で
つ
く
る
積
立
型
の
公
的
な
年
金 

～

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど
の
方
々

も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
、
国
民
年
金
（
老
齢
基
礎

年
金
）
に
プ
ラ
ス
す
る
積
立
型
の
公
的
な
年

金
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
人

　
　

国
民
年
金
加
入
者
（
第
１
号
被
保
険

　

者
）
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
て

　

い
る
60
歳
未
満
の
方
だ
け
が
加
入
で
き

　

ま
す
。

▼
月
々
の
掛
金
は
将
来
も
一
定
で
す

　
　

5
種
類
の
年
金
タ
イ
プ
か
ら
、
年
金
額

　

や
給
付
の
型
を
自
由
に
プ
ラ
ン
で
き
ま

　

す
。
ま
た
、
年
金
額
を
増
や
し
た
い
と
き

　

な
ど
に
は
、
月
々
の
掛
金
を
口
数
単
位
で

　

市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。　　　　　　　　   　　　市役所へのお問い合わせは、新庄庁舎 ☎（69）3001　または　當麻庁舎 ☎（48）2811 まで。
　

第
8
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
の
請
求
の
受
付
が
、
平
成
20
年
3

月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
で
、
ま
だ
手
続
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
至
急
請
求
手
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
支
給
の
対
象
者
）

　

平
成
17
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い

な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の

ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

1
．
平
成
17
年
4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
戦

　

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

　

受
給
権
を
取
得
し
た
方

2
．
戦
没
者
等
の
子

3
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

　

て
い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

　

兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

　

を
有
し
て
い
か
っ
た
方
、
平
成
17
年
4

　

月
1
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓
が
変

　

わ
っ
て
い
る
方
又
は
遺
族
以
外
の
方
と

　

養
子
縁
組
を
し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま

　

す
。）

　
 

特
別
弔
慰
金
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

　

自
由
に
増
減
で
き
ま
す
。

▼ 

年
金
額
が
今
か
ら
わ
か
り
ま
す

　
　

年
金
額
は
5
種
類
の
タ
イ
プ
の
組
み

　

合
わ
せ
で
、
あ
ら
か
じ
め
決
ま
る
確
定
型

　

で
す
。

▼ 

一
生
涯
受
け
取
れ
ま
す

　
　

国
民
年
金
基
金
は
、
終
身
年
金
を
基
本

　

と
し
て
お
り
、
支
払
っ
た
掛
金
は
将
来
確

　

実
に
自
分
の
年
金
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼ 

税
制
面
で
優
遇
が
あ
り
ま
す

　
　

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
は
、
全
額
社
会

　

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
ま
た
、
受

　

け
取
る
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除
が

　

適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
所
得
税
・
住
民
税

　

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◎
詳
し
く
は
、
奈
良
県
国
民
年
金
基
金

　

☎
0
1
2
0
（
65
）
4
1
9
2
ま
で
。

 

葛
城
N
O
S
A
I
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
募
集

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
A
・
B
の
名
前
と
、
応

募
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

官
製
は
が
き
に
書
い
て
左
記
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
応
募
者
全
員
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
、

採
用
者
に
デ
ザ
ー
ト
セ
ッ
ト
を
進
呈
し
ま

す
。

　▼
応
募
先

：

葛
城
農
業
共
済
組
合

　

〒
6
3
5-

0
8
1
4 　

広
陵
町
南
郷
18-

5

▼
締　

切

：

12
月
末
日

▼
発　

表

：

粗
品
の
発
送
を
も
っ
て
発
表

　

と
し
ま
す
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
個
人
情
報

は
、粗
品
の
発
送
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

◎
詳
し
く
は
、
葛
城
農
業
共
済
組
合

 
 

☎
（
55
）
3
5
6
0

　

ま
た
は
、
農
林
商
工
課
ま
で
。

AB

※兄弟・夫婦・○○君と
　○○ちゃん等いづれで
　も可

4
．
右
記
3
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

　

④
兄
弟
姉
妹

5
．
右
記
1
か
ら
4
以
外
の
三
親
等
内
の
親

　

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

　

1
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

　

に
限
ら
れ
ま
す
。）

（
支
給
内
容
）

　

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債

（
請
求
先
）
社
会
福
祉
課

◎
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
。



12月   December

●日時　12月 6日（木）第 1木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　當麻文化会館
　申込　不要（先着順）
●日時　12月 13日（木）第 2木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）
　申込　不要（先着順）
●日時　12月 20日（木）第 3木曜日
	 午前 9時〜正午
　場所　忍海集会所
　申込　不要（先着順）

お問い合わせ／人権政策課・総務財政課・社会福祉協議会
　　　　　　　☎	69-3001

●日時　12月 20日（木）第 3木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　葛城市役所（新庄庁舎）

●日時　12月 27日（木）第 4木曜日
	 午後 1時〜 4時
　場所　當麻文化会館
　
◎申込　相談（20分）は予約制になっていますので、
　　　　秘書課までお申し込みください。

お問い合わせ／秘書課　☎	69-3001

●中南和法律相談センタ−
【大和高田市	総合福祉会館】　
　日時　毎週木曜日　午後 1時〜 4時
　場所　大和高田市池田 418-1
【香芝市役所】　
　日時　第 1水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　香芝市本町 1397
【橿原市役所】　
　日時　第 2・3水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　橿原市八木町 1-1-18
【王寺町	地域交流センター】　
　日時　第 4水曜日　午後 1時〜 4時
　場所　王寺町久度 2-2-1-501
◎申込　相談は予約面談制（30分）
　　　　必ず電話で事前予約してください。
	 	 ☎	0742(22)2035
　　　　相談日の1週間前の同じ曜日午前9時 30分
　　　　から先着順にて受け付けます。
　　　　（祝日の場合は原則その前日より）
　　　　祝日・年末年始は開設されません。
☆次の会場でも相談できます。
	 桜井市中央公民館・青垣生涯学習センター	
	 （田原本町）・上牧町保健福祉センター・宇	
	 陀市役所・五條福祉センター・吉野町役場・
	 下市町役場・大淀町役場
＊	日時等は、電話でご確認ください。


